
ここを拠点に営業活動しています

竹の割り箸を作るグリーン・ツーリズムの
モニターツアー参加者

(11) 平成24年11月1日 おおたわら市  議会だより

質
問
（
印
南
久
雄
議
員
）
大
田
原
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会

の
位
置
付
け
及
び
株
式
会
社
大
田
原

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
代
表
権
を
持
つ
会
長

と
社
長
が
、
推
進
協
議
会
の
正
副
会

長
に
就
任
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）
大
田
原
グ
リ
ー
ン
・

ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
協
議
会
に
つ
き
ま

し
て
は
、
大
田
原
の
自
然
、
文
化
、

人
々
と
都
市
住
民
と
の
交
流
を
促
進

し
て
観
光
を
活
性
化
す
る
と
と
も

に
、
地
元
農
林
水
産
物
の
消
費
拡
大

及
び
収
益
改
善
に
よ
っ
て
、
農
業
の

大
田
原
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
協
議
会
に
つ
い
て

担
い
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
を

図
り
、
地
域
活
性
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
五
月
二
十
五
日
、
二
十
三

の
構
成
団
体
に
よ
り
設
立
し
て
お

り
、
大
田
原
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
活
動
の
支
援
体
制
の
構
築
と
し

て
農
家
民
泊
申
請
の
窓
口
、
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
補
助
事
業
の
受
け
皿
、
株
式

会
社
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
業
務
支

援
す
る
と
い
う
位
置
づ
け
と
な
っ
て

い
ま
す
。

答
弁
（
副
市
長
）
協
議
会
を
つ
く
っ

た
経
過
と
し
て
は
、
農
水
省
か
ら
の

二
百
二
十
万
円
補
助
金
の
受
け
皿
と

し
て
五
月
に
協
議
会
を
設
置
し
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
段
階
に
お
い
て
協
議

会
の
内
容
、
仕
事
の
内
容
を
熟
知
さ

れ
て
い
る
関
係
機
関
、
団
体
等
の
会

員
の
方
々
が
余
り
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
当
面
私
と
、
一

番
内
容
を
熟
知
し
て
い
る
株
式
会
社

フ
ァ
ー
ム
・
ア
ン
ド
・
フ
ァ
ー
ム
・
カ

ン
パ
ニ
ー
社
長
で
あ
り
ま
す
株
式
会

社
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
社
長
で
あ
る

藤
井
大
介
氏
の
こ
の
二
人
が
就
任
い

た
し
ま
し
た
。

　

本
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ

株
式
会
社
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
会

長
、
副
会
長
職
か
ら
別
な
方
に
譲
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
（
小
野
寺
尚
武
議
員
）
株
式
会

社
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
株
式
募
集

は
ど
の
よ
う
な
手
順
で
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
行
う
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁
（
市
長
）
株
式
会
社
大
田
原

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
株
式
募
集
を
含
め
た

今
後
の
資
本
増
資
計
画
で
あ
り
ま

す
が
、
一
つ
に
は
新
た
な
株
式
を
発

行
す
る
計
画
で
あ
り
ま
し
て
、
一
株

五
万
円
で
発
行
株
式
数
三
百
株
と

し
、
総
額
千
五
百
万
円
を
調
達
す
る

計
画
で
あ
り
ま
す
。
募
集
期
間
は
、

平
成
二
十
四
年
十
月
一
日
か
ら
翌
年

の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
六
カ
月
間

㈱
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
株
式

募
集
に
つ
い
て

と
し
、
募
集
対
象
者
を
本
事
業
に
か

か
わ
る
市
内
の
各
業
者
、
県
内
金
融

機
関
及
び
県
内
の
公
共
性
の
あ
る
事

業
会
社
と
し
て
い
ま
す
。

　

大
田
原
市
が
今
年
度
末
に
補
正

予
算
措
置
を
講
じ
、
ご
議
決
を
い
た

だ
き
ま
し
た
な
ら
、
総
額
二
千
万
円

の
追
加
出
資
に
よ
り
、
四
百
株
の
増

資
を
計
画
し
て
お
り
、
計
画
ど
お
り

進
め
ば
年
度
末
に
は
総
発
行
株
数

千
三
百
株
、
資
本
金
六
千
五
百
万
円

と
な
る
予
定
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
市
民
フ
ァ
ン
ド
に
よ

る
資
金
調
達
を
計
画
し
て
お
り
、
一

口
三
万
円
で
一
人
当
た
り
上
限
を
五

口
ま
で
と
し
、
総
数
三
百
八
十
三
口

で
総
額
千
百
四
十
九
万
円
を
調
達

す
る
計
画
で
あ
り
ま
す
。
募
集
期

間
は
、
株
式
募
集
と
同
じ
く
平
成

二
十
四
年
十
月
か
ら
翌
年
の
三
月

三
十
一
日
ま
で
の
六
カ
月
間
と
し
、

募
集
対
象
者
を
市
内
外
の
多
く
の
一

般
の
方
々
と
し
て
い
ま
す
。

　

株
式
会
社
大
田
原
ツ
ー
リ
ズ
ム

に
と
り
ま
し
て
、
事
業
が
軌
道
に
乗

る
ま
で
の
運
転
資
金
を
増
資
に
よ
り

確
保
す
る
こ
と
は
、
会
社
存
続
の
重

要
な
事
項
で
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理

解
、
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。


